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成果報告４　／　銀座・地球堂ギャラリー



内　　　容

タ イ ト ル

開 催 期 日

開 催 場 所

入　場　料

出 展 作 品

主　　　催

後　　　援

特 別 協 力

協　　　力

企 画 制 作

制 作 協 力

開 催 意 図

動 員 実 績

　江戸の雑司ヶ谷出身で、江戸時代から明治時代にかけて、おもに越後国で活

躍した彫刻家石川雲蝶《文化11年(1814)〜明治16年(1883)》の作品を展示した。

　雲蝶の作品は、現在でも新潟県各地の寺社に遺されているが、今回は、魚沼

市堀之内に所在する針倉山永林寺が所蔵している欄間彫刻や燈篭台・香炉台等

十数点を展示した。本来、永林寺に出向かないと見学できない貴重な作品群で

ある。　広報課を通してマスコミにも積極的に働きかけ、多くの区民に見学し

てもらえるよう呼びかけた。

「特別公開　越後の名匠　石川雲蝶の世界」

２００５年３月１９日（土）〜３１日（木）　実質１１日間※

ＡＭ９：００〜ＰＭ４：３０

　※３月２１日・２８日は休館

東京池袋　豊島区立郷土資料館

　東京都豊島区西池袋2-37-4　勤労福祉会館7階　　　TEL　03-3980-2351

無料

欄間（唐狭間）「天女」　　１組

欄間（唐狭間）「雲水龍」　１組

欄間「茶道具／活花」　　　１枚

欄間「波に黒鯉／松に月」　１組

書院障子「月に郡雲」　　　１組

香炉台「天の邪鬼」　　　　１

灯籠台「牡丹に唐獅子」　　１組

置物「寝牛」「蛙」　　　各１

その他パネル展示

東京都豊島区教育委員会

新潟県魚沼市

曹洞宗　針倉山「永林寺」

永林寺友の会、東京豊島東ロータリークラブ　　　　　　　　

株式会社ヒューネットジャパン　鈴木伸悟

木原尚、南部白雲木彫刻工房、伝統文化技術研究会“とき”　

１）豊島区と魚沼市の災害協定による復興支援

２）魚沼市及び石川雲蝶の都心部ＰＲ支援

３）文化財保護の啓蒙

１，２８５名　（郷土資料館カウント数）
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実施概要２　／　池袋・豊島区立郷土資料館
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成果報告５　／　池袋・豊島区立郷土資料館

総 合 成 果

設 営 分 析

広 報 分 析

そ　の　他

課　　　題

・「名匠・石川雲蝶の出生地（雑司ヶ谷）のある豊島区」ということで、開催意

　義が来場者にわかりやすい会場であったと言える。

・区立の施設として行政主体の事業であったため、「文化財」の取り扱いに細心

　の注意を図られた展開となったことで、「安全性」は銀座・地球堂ギャラリー

　と比較して格段に高い展開ではあったが、いわゆる「一般的な美術館展示」の

　形式（ガラス陳列ケースの利用等）により、来場者にとっては臨場感がやや乏

　しかったとも思われる。

・ただし、「落ち着いた雰囲気で見たい」という来場者にとっては評価は高く、

　包括的にとらえて、「銀座」と「池袋」が対照的な展開であったことは、結果

　として英断であったと考える。

・陳列ケース内に納めた（特に唐狭間の地板）作品が、直接照明による「乾燥」

　会費したかったため、若干見づらい展開となった。

　※乾燥問題は細心の注意をはらってはいたものの、若干「地板」に乾燥を生じ

　　た。　今後、再度の展示開催の際は、「地板」の展示は避けるべきと考える。

・会場の天井が高く、「銀座」（天井が極端に低い）と併用する設営備品の造作

　上、空間演出余白が少しあり、残念を残す。

・主催者である郷土資料館主導の広報活動で実施。　事前告知より、開催中のパ

　ブリシティーが増加するにつれ、開催後半の来場者数が増加する。

・会場の規約上「物販」と「雲蝶寄金」活動が実施できず、この点においては開

　催主旨の「復興支援特別展示」の意を薄めた感があり、来場者の方からも「募

　金活動はしないのか？」という設問を若干受けた。

・豊島区は上記記載の通り「石川雲蝶縁の地」であるため、今後も同類の展開を

　行う際に候補地のひとつとして考慮しなければならないが、ｐ．３での課題項

　と同じく、開催地サイドの協力体制、並びに魚沼市等地元の支援を強化しなけ

　れば、作品提供者の負担が大きく、公益性のある企画として考慮すべきである。
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会 場 設 置
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成果報告６　／　池袋・豊島区立郷土資料館



会 場 風 景
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成果報告７　／　池袋・豊島区立郷土資料館



会 場 風 景
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成果報告８　／　池袋・豊島区立郷土資料館



銀座　地球堂ギャラリー

池袋　豊島区立郷土資料館
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プロモーション

ﾀｰｹﾞｯﾄ

告知方法

媒体

制作物

都心部マスコミ・芸術品有識者向け

広報プロデューサーによる都心部の芸術品に関する有識者及びマスコミ誘導

をベースにしたチラシ・ハガキによるダイレクトメール戦略

　チラシ　：　１万部印刷

　ハガキ　：　約2000数印刷

三浦大介氏　TEL　03-3205-0581　（ミウラ・ユニバーサル代表）

　　　　　　　　　　　　　　※動員目標は三浦氏に一任

　　　　　　　　　　　　　　※集客側面支援プランとして「永林寺友の会　石

　　　　　　　　　　　　　　　川雲蝶展　開催記念パーティ」（3月7日開催）

　　　　　　　　　　　　　　　を開催。

　　　　　　　　　　　　　　※後パブ用に来場プレスへのＰＲキット作成

　

ﾀｰｹﾞｯﾄ

告知方法

媒体

制作物

豊島区民向け

区の広報を利用　自主制作のチラシ配布　ポスター掲示（区内公共掲示板等）

　チラシ　：　6000枚枚印刷

　ポスター：　500印刷

担当責任者　豊島区郷土資料館　学芸員　秋山伸一氏

　　　　　　TEL　03-3980-2351

　　　　　　　　　　　　　　※都心部広域へのＰＲ構築として・・・

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　地球堂ギャラリーの開催に並行した

　　　　　　　　　　　　　　　　会場での広報を支援していく。

　　　　　　　　　　　　　　　　原則的にリリースは豊島区役所で行政

　　　　　　　　　　　　　　　　スタイルで展開。

チラシデザイン

チラシデザイン


	p00表紙.ai
	p01概要1_地球堂ｷﾞｬﾗﾘｰ.ai
	p02成果1_地球堂：総評.ai
	p03成果2_地球堂：画像1.ai
	p04成果3_地球堂：画像2.ai
	p05成果4_地球堂：画像3.ai
	p06概要2_郷土資料館.ai
	p07成果5_資料館：総評.ai
	p08成果6_資料館：画像1.ai
	p09成果7_資料館：画像2.ai
	p10成果8_資料館：画像3.ai
	p11ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ.ai

